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楼蘭王国の歴史と文学
第一章 　　はじめに
楼蘭
―
一度耳にするだけでも胸がときめき、心に刻まれる美しい名。その王国は海抜八〇三メートルの丘陵にあり、玉の
交易場として紀元前二〇〇〇年頃から、
コ（注１）
ーカソイド系の民族が住んでいたことは、一九一三年から一九一五年にかけての、
イギリスのスタイン隊によって発掘された頭骨の分析調査によって判明している。また、古代の楼蘭人は「岸に水流れ、草木こもごも集まる」 （斯文一三六） ・ 「水大波にして深きゆえ、必ず泛ぶ」 （斯文一八一）とあるロプ・ノール西岸に住み、トカラ語を話し独自 文化を花開かせていたこともわかっている。
漢民族は長い間、流沙の彼方にこのような美しい王国が存在していることを知らなかった。中国の史書に出てくる最初の
記録は、紀元前一七六年に匈奴の冒頓単于が、前漢の孝文帝（前一八〇〜前一五七在位）に送った手紙によってである。そこには、 「
わ（注２）
が軍の吏卒はすぐれ、馬は強く、とうとう月氏を滅ぼし、悉く斬殺してこれを降下させた。そして楼蘭、烏孫、
呼掲や、その傍らの二六国を平定し、すべ 匈奴 服従させた。弓を手にする民は、すべて併合され一家となった」 （ 『史記』匈奴列伝）とある。この時の楼蘭の戸数は一五七〇、人口は一四〇〇〇、 『前漢書』張騫伝には、 「城邑有れども、兵弱
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くして撃ち易し」とある。しかし、東西交通の要衝に位置していたことから、軍事や交易の上から重要なオアシスであった。
漢王朝が楼蘭を手に入れるために、初めて行動したのは、紀元前一〇八年のことである。漢の将軍の趙破奴が軽騎兵
七〇〇を率い 楼蘭を攻撃、国王は捕らえられ長安に連行された。楼蘭王は武帝の前で、匈奴に人質を送り友好を結んでいることに対して問い詰められる 、 「小国と大国の間に在り、両属せずんば以て安んずる無し」と回答している。
西暦九二年、楼蘭王 病死、新王が即位したがすぐにまた病死、その後即位した安帰王は、親匈反 政策をとった。前
七七年、安帰王が漢の傅介子に殺さ 、親漢派の尉屠耆が即位、国名は
鄯
善と改称された。以後、尉屠耆の子孫が
鄯
善を治
め、漢の支配下に置かれることとなる。 『前漢書』李広利伝に「至る所の小国多きも迎えて出し、軍に給せざるは莫 」 ・ 「白龍堆に当たり水草に乏しきも、常に発導を主り 水を負い糧を儋い漢使を送迎す」とあるように、後漢時代に入っても楼蘭は、漢の使節の応待に苦しむことになる。一二四年の記録に「
鄯
善の帰附するをもって、とくに三綬を加う」 （ 『後漢書』班
勇伝）とあるが 経済的な負担は大きかった しかし、漢の内紛をきっかけに王国の再建に取り組み、中国文化圏と地中海文化圏やインド文化圏を結ぶ架橋の役目を 全盛期 迎えることとなる。しかし五世紀末、王国は忽然として歴史上から消え、今は華麗な遺品が繁栄の残照を示しているだけである。
第二章 　　三度にわたる楼蘭故城の調査
ところで、私が初めて楼蘭を踏査したのは、二〇〇三年三月である。未知なる大地へと夢をふくらませ、遥かなる地平の
旅をめざし、まずトルファン（吐魯番）から魯克鎮に進み、迪攻郷里 ら梧桐溝へと南下した。大型トラック一台、砂漠車六台、隊員は十六名である。伊尓托什布拉克という小さな村を最後に、楼蘭までの約二〇〇キロの旅程中「平沙万里人煙を絶つ」といった風光がどこまでも続き、まったく人に会うことはなかった。
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前人未踏のコースを走行すること三日、龍城という風化土堆群（ヤルダン）に入り、その後さらに南下して古墳群の中に
あるソグド人の地下墓の
壁（注３）
画を調査した。発見されて間もないことから、墓室の入口には扉も無く、ただ長さ約三メートル、
幅約三十五センチ 胡楊樹 板が二枚立て掛けてあるだけだった。墓室内にはまだ死者の骨が散乱し、棺の蓋も無造作に散らばっていた。
墓室は畳十六畳ほどの広さで、前室と後室に分かれていた。奥の墓室に入ったところ、私たちが調査するための足場の踏
み台として一枚の大きな板が敷いてあった。よく見るとその板は地下墓の棺の側面に使用されていた胡楊の板で、そこには彩色の文様が鮮明に描かれており、私は踏みつけてよいものか困惑してしまった。
盗掘者は古墓の天井を爆破して上部から侵入し、棺を叩き割って埋葬品を盗んで逃走していた。そのため壁画の上部はす
べて破壊され三分の二しか残ってい い。特に人物の頭部 爆風で吹き飛んでいる。後日、盗掘者はホータンのウィグル族の青年二名だったことが判明、文化財破壊の罪で主犯者は、入獄十五年 罪を受けることになったという。
私は、楼蘭王城に近づく二〇キロメートル 手前から 一キロから二キロ間隔に、高さ二、三メートルほどの丘陵があ
り、その上部に、胡楊が植えられているのに気づいた 旅人を迎え入れるための一里塚であった 今は水枯れ よって朽ち果ててしまっていたが、大樹は一七〇〇年の歳月を経 もなお、虚空に向かって咆哮しているようであ
楼蘭は、幻の湖ロプ・ノールの湖岸の西方、二八キロに位置していた。ＧＰＳ 見てみると、東経八九度五五分二二秒、
北緯四〇度二九分五五秒である。城壁 、敦煌郊外にある漢代の長城と同じ版築方式で構築され、私はまず、楼蘭故城の役所跡であった可能性の高い官衙址とも言わ る三間房とそ 近辺を調査した。晋代 西域長史府が置 れたと推測される三間房は、日干しレンガで造られた五つの部屋 並んでいた。南向きの三つ 部屋は、東西一二・五メートル、南北は八・五メートル、その基礎部分には 六・四メートルの赤い漆塗りの胡楊 柱が埋められている。三間房の南と西は住宅地区で壁は葦と柳の枝を並べ、草紐で縛ってある。近くにはゴミ捨て場があり、こ 廃物堆積場からは、貴重な木簡や紙文書が出
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土、近くには子安貝や陶片や甲羅片や鉄器片が散乱していた。北三十メートルほどの高台には。多くの住居址が林立していた。
コルラの町から来た少数民族のドライバーは、前回来た時に楼蘭故城の東の城壁の下に埋めておいた高さ三五センチ、壺
口の直径二〇センチほどの陶器の水甕を持ってきた。彼が言うには、郊外を散策していた折、偶然に故城の郊外八キロほど行ったところで大きな仏教寺院で見つけ、そこには等身大の美しい交脚菩薩の壁画もあったという。楼蘭郊外 寺院の存在は、北京の国家文物局は言うに及ばず、新疆文物考古研究所をはじめ、誰一人としてまだ知らないと語っていた。私は現地の見取図も描いてもらった。
楼蘭の城内の至るところに散乱している棟木や前漢 五銖銭、 「永昌
｣
とか「望四海貴富寿為慶」が出土した精巧で美し
い織物などの調査を終え 、帰路は王城を南 進み 米蘭を経てチャリクリクへ、そこからタリム盆地を北上した。途中、二一八号線の左側にある都拉里故城を調査した。周囲約八〇〇メートルの城郭は堅固で 三〇〇年ほど前に建設され ものだという。都拉里故城を とにした私たち 、胡楊林を抜け タリム河の東岸を走り、コルラ経由で、再びトルファンに帰着した。今回の最大 成果 日本人 して最初に地下墓 調査できただけでなく、新しい仏教寺院発見の報に接したことであった。
二〇〇四年八月、私は悠久なるタクラマカンに夢とロマンを馳せて、第二回目の楼蘭の調査に向った。前回とはコースが
異なり、まず敦煌から北西九〇キロにある玉門関に入り、そこから万里の長城の西端に沿って、三隴沙に向かった。途中、人民解放軍の駐留する小さな村があったが、そこから西は無人の白い砂漠、白龍堆 ある。 「馬を走らせて西来 　天に到んと欲す」の世界そのものの景色の中、流沙と寒風に悩まされながら、野営すること四日、やっと ことで漢代の食糧倉庫といわれる方城に到着した。
玉門関以西は、もともと道が無いので 砂漠車の通れそうな道を探し、進んでいくしかない。苦労して前進したものの突
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然、断崖に突き当たり、また引き返したりして、一日でたった十二キロしか進めない日もあった。そうかと思うと、流沙千里というよう 、どこまでもなだらかな、やや堅い砂漠の上を快走する日もあった。
楼蘭の地下の墓室は、一年前と異なり、簡単な板戸のドアが取り付けられ、爆破された天井には、ムシロと葦草が覆いか
けられ、直射日光が入らないように工夫されていた。しかし 墓室内の後室は、前年よりは幾分整理されているものの、まだ乱雑で人骨と棺板が散乱し爆破された壁画が片隅に積んであった。 。
今回はロプ・ノール周辺 地を調査し、古代インド系の文字であるカローシュティーで書かれた文書が出土した場所を
再び調査した。また 王城の北約二十キロの孔雀川から いたかつての水路を測量した。城内に引き入れられた河川は、西北から東南に向かって流れ、幅は約五メートル、深さは約三メートル 川床は白く堅い岩塩で固まってお 、塩害による被害は想像以上であっ 城内にある仏塔は、先端が朽ち果てて崩壊し始め、日干 レンガが露出していた。一九〇一年 ヘディン隊が破壊したため、このような無惨な状態に ったのである。仏塔の高さや構築方式などを、詳細に調査した。
帰途は楼蘭から北上し、英布拉克、索克索布拉克、庫木塔格砂漠を経て今日の
鄯
善の町に入った。楼蘭城からの走行距離
は約三二〇キロ、幾度となく道に迷いやっとのことでトルファン（吐魯番）に帰還した。
二〇〇六年三月、三回目の調査を実施した。敦煌から南西の陽関の塞を越えて、青海省 北部を東西に横断し、アルトゥ
ン山脈の北麓を、西に向かって走行し 。隊員は二十名、五台の砂漠車に分乗し、大型トラックにテントや食糧を山積の旅だった。標高 六四八メートルの当金山口の西、青新界山で第一日目のテントを張った。三〇〇〇メー ル以上の高地で宿泊したことがなかったので、一晩中、酸素不足による頭痛に悩まされた。しかし、天空には美 い名月が浮かび、宝石のようにきらめく星空を眺めて 野営だ た。朝起きてみると、気温はマイナス八度、外は一面の雪化粧、積雪は三十セチ余もあり、あまりの気候の変化に驚嘆 私は白く輝 シルクロードの樹氷をカメラに収め 。
三月上旬といっても、海抜三 〇メートル以上の山道は 氷の上に降雪があるので タイヤは滑りやすい。スパイクタ
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イヤでなく、スタットレスタイヤを使用した。右は断崖、左は奥深い渓谷、緊張しての運転だった。古来、 「楼蘭は人を近づけない」と言われるように、青新界山から巴什庫爾へ進み 墩力克から北上して五十キロほどの砂漠の中で、突然、砂嵐に遭遇するこ になってしまった。風速三十五メートル、一メートル先も見えない。吹き付ける砂塵は、私たち一行を二十五時間も釘付けにした。全く車外に出ることができず、不安と焦燥の中、じっと寒さに耐えながら風塵の去るのを待った。地元のガイドの話によれば、砂嵐が一週間も吹き荒れた時もあったという。私たちは幸い も、一時的に 嵐が収まったのを見計らってやっと脱出でき
旅程の過酷さに耐えながら、ロプ・ノールの湖心に出たのは四日目である。湖は完全に干上がり、堅い岩塩が堆積してい
た。透き通るような晴天 恵まれ、三度目の地下墓の調査を実施、墓室の面積や壁画の人物の服装や顔つき、そして髭の形などをカメラに収めた。また、大量 絹・綿・毛・木皿・甕・銅銭・石器・子安貝・陶片を発見した。
楼蘭が繁栄していた四世紀初めには、ソグド人が新疆の各オアシスや中国本土で集落を築いて商売をしていたことは、出
土する多くの古文書によって証明され いる。ここ はソグド人 活躍 示す文学作品「沙州敦煌二十詠」の安城祅詠を引く。ソグド人が楼蘭や敦煌 住み着き、郊外に拝火教の廟を建立 、酒などの供物を供えているようすが詠われて る。
板築 　安城の日、神祠 　此の与に興る。一州 　景祚を祈り、万類 　休徴を仰ぐ。蘋藻 　来たりて乏しきこと無く、精霊 　憑ること有るが若し。更に看る
祭の処、朝夕 　酒縄の如し。
敦煌出土の「沙州都督府図経」にも、 「祅神は敦煌の東、一里にあり」とあり、祅廟は二十の合龕を有しており、その中
に壁画も描かれていたという この事実は、楼蘭や敦煌は仏教王国であったが、宗教の自由が保障されていたことを示している。
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ところで、楼蘭のソグド人の墓室から楼蘭故城までは、厳しいヤルダンが続いている。五〇センチ余はあると思われる段
差を砂漠車で走ったり、鋭角の岩間を通過したりしたため、私の乗った四輪駆動砂漠車のタイヤのビスが、三本も折れてしまった。補修はしたが三時間後、あまりの激しい振動の めに 今度は後輪左のタイヤがはずれ、二〇〇メートルほど前方に吹き飛んでしまった。しかし 私たちは三本のタイヤだけで二〇〇メートルほど走行したあと、 が一本無くなっていることにやっと気がつくというありさまであった。
楼蘭故城の周りには、いたる所に無断で侵入することがないように、多くの方法が施されていた。たとえば、長さ二・五
メートル、幅二〇センチ、厚さ二センチほどの板に五寸釘 打ち込み、それを上向きにして人の通りそうな ころに並べ、板を覆い隠すため砂を三、 四センチ被せて置いてあった。原始的ではあるが、無断で入ってくる を防止する最も効果的な処置である。釘が足を突き抜け ら、タクラマカン大砂漠の真っ只中、医院も無いので場合によっ は化膿して死に至ることも想定され その他、人工衛星か も監視されて た。日本人で無断 敦煌から歩いて楼蘭 入城し 人物がい 、すぐに発見されて、ホータンの獄舎 三ヵ月 入っていたという。
第三章 　　楼蘭王国に滅亡の要因について
　
楼蘭王国が繁栄したのは、一世紀から四世紀中頃までである。かつては疏勒や亀茲や焉耆や于
闐と並ぶ一大強国として、
西域南道の且末や米蘭や精絶を支配下に入れ、東西九〇〇キロに及ぶ広大な領域を有していた。城内から出土したカローシュティー、ソグド、漢などの出土文書の他、騎馬やラクダの図案を描いたクシャ 朝のコインや楼蘭で鋳造された五銖銭も出土している。とくに銭の出土は、一世紀末から中国本土に先立ち、楼蘭ではすでに貨幣経済が確立していたことを示している。 『後漢書』西域伝には古来あまたの旅人が行き交うようす 「商売 する胡人が、毎日 楼蘭を通過していく」と
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また、出土木簡には、 「顔色が黒く目が大きく、ヒゲを伸ばしている。その五十六名の旅人の中には、頭に白い布を巻いている者もいる」とあり、アフガニスタンやパキスタンやシリア・イランからの旅人もいたことがわかる。また楼蘭は、多様な民族が往来す 文明の十字路だったことを示している。
楼蘭を通過する商人や各国の使節は、多い時は一年間に二千人、少ない時でも五、 六百人もいた。彼らが楼蘭で宿泊し、
食糧や旅装を整えて再びゴビやタクラマカン砂漠に向かうのであるから、その中継都市としての利益は膨大なもの なる。特に西暦二六五年から二七四年にかけての出土文書 多いことから、晋王朝の司馬炎の時代が最も繁栄したと思われる。
ところで、楼蘭は前二世紀から五世紀末まで、タクラマカンの流沙の中で存続した王国として、多くの食糧を他国から輸
入していた。一方、王城の郊外では 清冽な流れをたたえ タリム河の支流の孔雀川 水を利用して、牛や羊や馬、それにロバやラクダなどを飼い、大ムギ・
小（注４）
ムギ・瓜・苜蓿・粟などの農耕を行なっていた。
崑崙やパミールや天山に水源をもつタリム河は、豊かな栄養分を有する土砂や砂塵を含んでの流れである。しかし、先端
部分の孔雀川 鉄板河の川床が堆積土砂によりしだい 高くなって、水脈 分散し蒸発量が多くなってしまった。もと と本格的な堤防があるわけではなく、水はひたす 低地をめざして流れ、一番低い部分、すなわち タクラマカン砂漠の平均高度より約一五〇メートルの低さ ある海抜七八四メートルのロプ・ノールに注いでいる。また、緑豊 だ た楼蘭周辺もロプ・ノールとの高度差は九メートルしかなく 水不足により次第 樹木も枯れて砂漠化、土地は疲弊し 地下 岩塩が灌漑によって地表に集積して塩害を起こし、作物 生育しづらくなって ったのである。
楼蘭の出土文献は、こうした塩害による生産量の減少を記述していない。なぜならば、歴史はゆ やかに変化していく様
を、記録として残さないからである。昨日と今日 変化はなく、今日と明日も変わりは いように見えるが し し 百年、二百年という歳月の流れの中で見れば、大きな変化を生み出すものであ 。
西暦四〇〇年、インドに向かう途中の法顕が、楼蘭王城に入った時は「其の地は崎嶇薄瘠」と『仏国記』に書き残してい
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る。そのために食糧不足に悩まされたものと思われる。おりしも、気候の寒冷化にともない、氷河の融ける水量が減少し、タリム河の先端は枯渇していった。こうした地球規模の気候変動により、六世紀頃から西域南道はしだいに流沙に埋没、旅人はいつしか天山南路を利用し、カシュガルからクチャへ、さらに焉耆からトルファンへ、そしてゴビをわたって敦煌へのコースをとるようになり、楼蘭を通過しなくなっていったのであ 。
隊商の往来が減少した楼蘭は、水量が少なくなったのに土地を大切にする慣習を破って、二毛作を始め土壌を傷めてしま
った。さらに羊やヤギを放牧し、草 根こそぎ食べさせている。タクラマカン砂漠では 冬になるとマイナス二五度前後にも下がることから、自らが暖を取る 胡楊や紅柳などを次から次へ 伐採している。自然環境を保全しよう の意識 まったく無く、子孫のため 王国の未来に思い 馳せる住民は皆無で、今さえ良け ばよいという欲望のもと、貴人も役人も自然破壊を容認していた。
楼蘭王国は砂漠のオアシスであるので、人口の変動はさほど無い。三世紀から四世紀にかけての住民の平均寿命を、出土
文物から推測すると、約五〇歳である。 が存続 た約六〇〇年間で、死亡した住民のトータルは二〇万余にのぼる。王城の周りは硬土であったり、ヤルダン（風化土堆群）であったりして、木棺を埋める めに地下に穴を、約一・五メートルも掘る は容易ではない。住民は軟土の地を求めて、死者を東北五キロの平台墓地や七キロ離れ 孤台墓地 また、孔雀川を遡った
小（注５）
河墓地方面に土葬した。
埋葬方法は、それぞれの経済力に応じて形態は異なるが、死体は伸展式であるので、木棺の製作には約二メートルの胡楊
材が使用された。墓坑の中の棺の外側は、直径約十セ チ、長さ一・五メートル
〜
二・五メートルの丸木一五本ほどで木柵
を用いて外郭が作られている。厚さ四・五センチの木棺には、角材を用いた脚が付けられ、貴重な顔料を使って彩色の文様まで描いてある。二〇〇三年に発見された地下墓の周囲の壁 縦幅一メートルにすると、約一五メートルもの壁画も描かれていた。なお、この墓室から錦 布団、帽子、銅鏡、絹 顔覆布 玉の耳飾など 埋葬品が出土している。
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タリム盆地のオアシスは、年間降雨量が少なく、樹木は貴重である。棺を作るためには平均して一二枚の長板が必要であ
り、そのため楼蘭王国の大樹を次から次へと伐り倒していった。立派な棺を作るという過剰な儀礼は、生きている住民に多大な出費と労力を拠出させただけでなく、限りなく自然を破壊していったのである。僧侶は棺桶の大小と成仏とは、無関係であることを説かない。今日、楼蘭城内を撮影した映像を静止して、埋葬された のまわりをよく観察してみると、砂塵から棺を保護するために、大木を円形に打ち込んでいる。数えたところ約一五〇本もある には驚 た。こう た埋葬の形態は、一部の支配者階層に限られているが、それ も棺を使った墓は、楼蘭故城の近辺では一二〇〇体 下らないのであ 。
ところで、四世紀中頃より住民の中から、出家すれば食べ物に事欠か いとの考えのもと出家する者が多く出はじめた。
さらに、貧しさから僧侶になる者もいた 仏教東伝初期の一世紀から三世紀には、僧の多くは貴族や王族出身がほとんどであったが、四世紀に入ると供養を得るために出家するものが多く輩出 。法顕の『仏国記』によ ば、楼蘭には「四千余人の僧」がいて すべて
小（注６）
乗仏教と記している。こうした異常な人口構成は、王国の経済を急速に衰えさせた。さらに、楼
蘭出土文書七五号 は、僧侶は住民の貧苦 かえりみず、妻帯し、酒と肉をたらふく食べているようすが記録されている。楼蘭王国の支配下にあった精絶国（ニヤ）出土のカローシュティー文書にも、僧侶があまりにも怠惰であるので、クロライナの僧院から素行を慎み、まじめに仏道修行に励むよう命令が てい 。カローシュティー文書五七号では、僧侶が女人を殺すという犯罪まで起こし、四八九号では、あまりの事件の多さ 、 界の長老が 国王に僧侶を取り締まる規制を決めてほしい まで訴えている。こうした事実は、楼蘭における僧侶の腐敗と堕落を如実 物語っているといえよう。
楼蘭王国の存在を示す最後の記録は、 『新唐書』西域伝である。そこには焉耆国は唐と協力して、昔の孔雀川沿いの楼蘭
道を復活させよう したが、トルファンの反対にあっ 実現できなかったと記録されている。以後 楼蘭は約一四〇〇年ものあいだ、無人の廃墟 化して流沙に埋没、その位置さえも分からなく ってしまった。一三世紀に著された『東方見聞録』にも、楼蘭のことはまったく記されていない。
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楼蘭の名が歴史上から消えて、再び世界の注目を浴びたのは、二〇世紀に入ってからである。スウェーデンの探検家、ス
ウェン・ヘディンの案内人の
艾（注７）
爾得克は、一九〇〇年三月二八日、偶然にも楼蘭故城を発見した。次いで、イギリスのスタ
インが一九〇六年、楼蘭故城に入り、日本の大谷探検隊も、一九〇九年と一九一一年に楼蘭を訪れている。さらに一九二七年には、西北科学考査団に参加した黄文弼とペリィマンが調査している。一九八〇年の日中共同取材班の成果は大きく、鉄板河古墓の発掘の他、ロプ・ノールから一〇〇キロほど上流で、タリム河が水枯れになっていること つきとめた
二〇〇三年一月三一日、ウルムチを出発した趙子允ウルムチ市登山協会会長を中心とする一〇人余のロプ・ノール探検隊
は、楼蘭郊外において二月三日、一台の白い色をした二一三型の四輪駆動車が、猛スピードで南西に走行するのを見つけその車はナンバーも付 いない。不審に思った隊員が、その車 タイヤの溝跡を来た道の北東をたどっていったところ、楼蘭故城の北東、約二四キロ 土垠遺址の中の半島状の台地の穴 中から壁画を発見 たのである。前述の如く墓の上部三分の一は、ダイナマイトで吹き飛ばされ、棺はみな破壊され、埋葬品は盗まれ、死体もバラバラになってい 。貴重な壁画の人物像も、みな顔の上半分は び消滅していた。
二月一〇日付の朝刊紙「晨報」は、この発見を大きく報道した。また、三月二日「世紀の発見」と題するテレビニュース
が、新華社通信 報道として世界に発信された。楼蘭郊外 地下墓から、美 い壁画とミイラが発見され というものだった。三月一〇日、新疆文物考古研究所の于志強副所長は、コルラから孔雀川を下り楼蘭 墓室に至って まずは初期的な調査をしている。そうした中、二〇〇三年四月号の『文物天地』は、ほとんどの壁画 カラーで紹介、私も四月二〇日付、読売新聞夕刊の文化欄に「大量 原色壁画発見」と題して、親子の死体の写真を入れて発表した。
私は、遥か一七〇〇年前のソグド商人の一家を埋葬した墓室を見たとき、後室や中心柱に描かれた仏教の法輪 ような絵
を見て感動した。ソグド人はもともと拝火教（ゾロアスター教）であったが ウズベキスタンのソグティアナから楼蘭の地に移り住んでからは、仏教の崇高さに心打たれ、改宗して仏教徒になったのかもしれない。
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ところで、楼蘭王国は漢代から魏晋南北朝時代にかけて、外部からの攻撃を幾度となく受けながらも王統は続き発展して
きた。しかし、東西交易の中継都市としての役割も終わると、次第に王国の力は失われ、住民は貧しくなっていった。滅亡期の主 る記録を紹介すれば次のようになる。　　四四二年 　　沮渠安周の侵入。　　四四三年 　　沮渠無諱、楼蘭を攻撃。国王 比龍、楼蘭城の四〇〇〇余の家を棄て、且末に亡命。真達、国王に即位。　　四四五年 　　北魏 万度帰の攻撃 受け真達降伏。　　四四七年 北魏に朝貢。　　四四八年 北魏は交趾公韓牧を楼蘭王とする　　四五二年 北魏、高猛虎を楼蘭の録事とする。　　四七〇年 柔然、楼蘭を占領。　　四九二年 丁零（高車）の攻撃を受け、住民こ ご く離散 以後、楼蘭はただそ 名のみあり。　　四九三年 無人の楼蘭、吐谷渾の支配下に入る。　　五一八年 北魏の胡太后の命令により、恵生、西域に出発。途中、楼蘭故城に入城。吐谷渾の寧西将軍が駐留。　　
第四章 　　楼蘭の詩歌
中国の六朝時代、宋・斉・梁の三朝に仕えた文人がいる。浙江省武康県の人、沈約（四四一
〜
五一二）である。彼は、中
国詩上、楼蘭という地名を用いた早期の作品「白馬篇」を残している。この作品を詠んだ時には、楼蘭はまだ滅亡（四九二）
楼蘭王国の歴史と文学
七三
したばかりであった。沈約の死が五一二年、その一九年前に滅亡した楼蘭に対して、沈約はすでに王国の滅亡を伝え聞いていたものと思われるが、英雄的な意気込みで夢想し、遠征して楼蘭城に入った時の感懐を歌っている。その他、楼蘭を詠んだ同時期の詩を六篇あげる。　長駆入右地、軽挙入
楼蘭
　　　　（沈約・白馬篇）
　甘泉警烽候、上谷抵
楼蘭
　　 （徐
悱
・古意酬致長史漑登琅邪城詩）
　占兵出細柳、転戦向
楼蘭
　　 （徐
悱
・白馬篇）
　頓取
楼蘭
頸、就解
郅
支裘 　　　　（劉孝威・隴頭水）
　
驄
馬出
楼蘭
、一歩九盤桓 　　　　（劉孝威・和王竟陵愛妾換馬）
　貳師惜善馬、
楼蘭
貪漢財 　　　　（蕭綱・従軍行）
次いで廋信（五一二
〜
五八〇）は、河南省の出身で当時の文壇の大御所であった。その詩才は、同時代の文人のレベルを
はるかに凌駕している。　都護
楼蘭
返、将軍疏勒帰 　　　（廋信・擬詠懐詩） 　
廋信の生存したこの時期、楼蘭道はすでに使用されていない。疏勒（カシュガル）へ行くには、敦煌より哈密を経て金満
城へ、そして吐魯番から亀茲を経て尉頭国を通って行く天山南道があった。もう一本の道は陽関より米蘭へ、そして于
闐
か
ら莎車を経て疏勒に通ずる西域南道である。故にこの詩を正確に読めば、前半の「都護は楼蘭に返す」と 一節は、王国は
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もう存在していないのだから虚構である。後半は真実のようであるが、廋信が生きていた梁から陳の時代、遠く疏勒まで将軍が遠征することはなかった。故にここでは、あくまでもイメージとしての楼蘭であり、疏勒の詠出であるといってよい。しかし、使用された言語には深層心理の上からもそれなりの意味があり、 くに地名の彼方には遠い人間 歴史が眠っている。さらに六朝の文人 ちの楼蘭を詠んだ背景を探ってみよう。
隋代の師均衡（五四〇
〜
六〇九）の詩にも、 「楼蘭」が見える。師均衡は山西省栄河県の人で、北斉・北周に仕え、隋の
文帝の時、内史侍郎 上開府となったが煬帝に嫌われ殺された。その作品「出塞」は 漢の傅介子 故事をふまえ、遊侠的壮士の姿を描くかのごとく、勇戦詩として歌われている。　還嗤傅介子、辛苦
刺楼蘭
　　　　（師均衡・出塞
劉孝威（四六九
〜
五四九）も、 「頓に楼蘭の頸を取る」 （隴頭水）と歌ったが、漢代において楼蘭王の首を切り落とした故
事をふまえ、 「楼蘭」や「斬」といった語を多用してい 。唐代にな ても楼蘭の詠出 続く。　原将腰下剣、直為
斬楼蘭
　　　（李白・塞下曲）
　揮刃
斬楼蘭
、弯弓射賢王 　　　（李白・出自薊北門行）
　盧館須征日、
楼蘭
要斬時 　　　（杜甫・暮冬送蘇四郎系兵曹）
　
楼蘭斬
未還、烟塵一長望 　　　（杜甫・秦州雑詩）
　分明会得将軍意、不
斬楼蘭
不擬回 　　　（曹唐・送康祭酒赴輪台）
　横行倶是封侯者、誰
斬楼蘭
献未央 　　 （翁綬・隴頭吟）
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　前年
斬楼蘭
、去歳平月支 　　　（翁綬・北庭西郊侯封大夫受降回軍献上）
李白の詩は、 「直ちに」とか「刃を揮って」とあるように、英雄的な決断力に満ちた勇戦督戦詩といえる。曹唐の詩には、
上意下達の意を受け、強者が弱者を成敗するという傲慢さが垣間見られる。翁綬の作品の「封侯」は、まさしく傅介子が義陽侯に封じられたことを意識して作詩されたもので、漢の未央宮に思いを馳せての詩である。
対句の形式で詠まれた「楼蘭」と「月支」は、虚構の世界、すなわち文学としては成立し得るが、史実とは程遠い内容と
なっている。すなわち、すでに、月支（月氏）は、漢代にお て拠点であった祁連山脈を匈奴に追われた民族である。また傅介子の壮挙は、その約二〇〇年後のことなのである。そうした時間的差異をのりこえ、唐代の文学 として、 「楼蘭」と「月氏」を並列的に歌っていること 注目したい。祁連山脈の西端には、月氏 都を置いた美しい敦煌の都 イメージがある。
小（注８）
川恒男氏も指摘しているように、地名を引用したその彼方には、人間の重層的な歴史が脈動しているのである。
次に、 「刺」を用いて楼蘭を歌った作品、ここでは張九齢（六七八〜七四〇）の「送趙都護赴安西」の一節を引く。
　自然来月窟、何用
刺楼蘭
まことに悠然とした詩風で、 「何を用いて楼蘭を刺さん」と歌うように、全編に「大唐の春」の高雅さを漂わせている。
この他、楼蘭を屈服させ支配しようとの意思を示した詩篇を紹介しよう。　双双掉鞭行、游措向
楼蘭
　　　（李白・幽州胡馬客歌）
　冀馬
楼蘭
将、燕犀上谷兵 　　　（虞世南・従軍行）
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　都護在
楼蘭
、軽騎猶銜勒 　　　（虞世南・擬飲馬長城窟）
　
楼蘭
首復伝、龍城含暁雰 　　　（虞羽客・結客少年場行）
　漢家征戌客、年歳在
楼蘭
　　　（鄭愔・塞外）
　軍駆大宛馬、繫取
楼蘭
王 岑参 武威送劉単判官赴安西行営便呈高開府）
　黄沙百戦穿金甲 不破
楼蘭
終不還 　　　（王昌齢・従軍行）
　明敕星馳封宝剣、辞君一夜取
楼蘭
　　　（王昌齢・従軍行）
　十五役辺地、三回討
楼蘭
　　　（王昌齢・代扶風主人答）
　馬蹄経月窟、剣術指
楼蘭
　　 （高適・東平留贈狄司馬）
　猶道
楼蘭
十万師、書生匹馬去何之 　　　（厳維・送房元直赴北京）
　
楼蘭
経百戦、更道戌龍城 　　　（武衡・石州城）
　功名耻計擒生数、直折
楼蘭
報国恩 　　　（張仲素・塞下曲）
　擬膾
楼蘭
肉、蓄怒時未揚 　　　（孟郊・猛将吟）
これら砂漠の風に消えた古代都市楼蘭を歌った唐代の詩篇一四篇を見るに、 「楼蘭の首」とか、 「楼蘭を討つ」と詠じた詩
句の根底に、漢民族の勇壮かつ好戦的な姿勢が見られる。楼蘭王国はすでに存在しないことを知りつつ、その名のみを借り、詩人としての決意や、遠征する兵士の心中を想察している。中には、王昌齢の作品の如く、感情 高揚させ「一夜にして楼蘭を取る」 （従軍行）と、時間と空間を超越して動的に詠いあげた作品もある。
六朝詩にも「
驄
馬 　楼蘭を出ず」 （劉孝威）など、 「馬」と結び付けて「楼蘭」を詠んだ作品がある。唐代の詩篇では、楼
蘭という地名を用いた詩句中に、 「馬」 いう漢字、もしくは馬を想定させる詩語を併用して用いた作品が六篇ある。そう
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した中、遥か漢代に思いを馳せ、回想的に「漢家征戌の客、年歳楼蘭に在り」 （鄭愔）と歌う詩人もいて、こうした「楼蘭」への回帰は 時代を大きく振幅さ る役目を果たしている。
次に、 「楼蘭」という文字を読み込んでいるものの、楼蘭を攻撃するのでもなければ、国王を斬るわけでもない。ただ辺
境の風景を描き、叙情的に西方へのノスタルジアを現出させる機能として、楼蘭を取り上げた作品を紹介しよう。荒涼とした流沙 地は想察できるものの、功名や気概とは離れた穏やかな心情が垣間見られ、淡い旅情にも似た感懐に支えられてることに気づくのである。　官軍西出過
楼蘭
、営幕傍臨月窟寒 　　　（岑参・献封大夫破播仙凱歌六章其二）
　始返
楼蘭
国、還向朔方城 　　　（陳子昂・和陸明府贈将軍重処処寒）
　吹之一曲猶未了、愁殺
楼蘭
征戌児 　　　（岑参・胡笳歌送顔真卿使赴河隴）
　月下丁冬擣寒玉、
楼蘭
欲寄在何郷 　　　（韋荘・擣練篇）
以上、唐代の作品に詠われた「楼蘭」を引用してきたが、文学的には大きく二つの系譜になる。傅介子の歴史的故事を念
頭におき、中華思想を精神的基盤として、楼蘭を支配すべき対象の国として回顧して歌った作品群。そこでは、 「楼蘭」は、「斬」とか「刺」という言葉と併用して歌われている。 「楼蘭」が、郷愁の対象としての詩語となって詠出されている作品もある。その楼蘭というまろやかな発音は、西域の代名詞として大いに長安 詩人たちの詩情をかき立てたのである。とくに、唐代の西域へ 支配地域が、タラス河の戦いで示されるようにウズベキスタンやキルギス、それにタジキスタンやカザフスタンの一部にまで及び、異国での風物に驚嘆したさまが叙情的に歌われて る。
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第五章 　　宋代の「楼蘭」の文学的位置
　
宋代は「武」よりも「文」に重きを置いたこともあり、西域や北方からの異民族の侵入にたえず悩まされている。それ
故に詩人たちは、文学的叙情性やおだやかな異国情緒を基盤とした「楼蘭」のとらえ方は少なく、憂国の情や経世的壮士につき動かされ 戦闘的な辺塞詩を多く作った。それ故にこの時代も、傅介子の故事を引き継ぎ、忘却の彼方に眠る王国を現世に掘りおこし、楼蘭を「斬る」といった詩語と結びつけて詠むことが多い。中には、劉過のように、楼蘭を切らなければ「心平らかならず」とまで歌っている作品が出現した。この詩篇の奥底に、漢族対少数民族といった根深い対立と、その言いようのない憤怒の情の淵源を垣間見 思いがする。　要
斬
楼蘭
三尺剣、遺恨琵琶旧語。 　　　（張元干・賀新郎）
　擒頡利
斬
楼蘭
、混一車書道。 　　　（曹冠・驀山渓）
　未用漢軍頻出塞、従生事、
斬
楼蘭
。 　　　（王庭珪・江城子）
　月挂空齋作琴伴、未須携去
斬
楼蘭
。 　　 （辛棄疾・送剣与傅岩叟）
　男児斬却
楼蘭
首、閑品茶経拝羽仙。 　　　（文天祥・太白楼）
　
斬
楼蘭
擒頡利、志須酬。 　　　（劉過・水詞歌頭）
　不
斬
楼蘭
心不平、帰来晩听随軍鼓吟。 　　（劉過・池園春）
　剣未
斬
楼蘭
、莫空還。 　　　（卓田・昭君怨）
これらの作品を鑑賞すると、宋代の詩風の特色が随所に出ていることがわかる。それは、日常的な文物にも細かく目を向
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けて静止的に観照するという視点である。 「琵琶」 、 「書道」 、 「琴」 、 「茶経」といった風雅な詩語を多用し、 、およそ楼蘭との戦いを歌った作品の中では、想像もつかない語句を使用していることである。これらには宋代の詩の特色がにじみ出ており、まさに、文学作品はたとえ辺塞詩の分野でも時代に影響されているという証でもある。
この他にも宋詩の中には、楼蘭を詩句に取り入れた作品が多く、中には、楼蘭人の左耳を切り落として手柄をたてて功名
をあげたいと歌う詩もある。　
楼蘭
飛馘、焉耆授首。 　　　（呉潜・賀聖明）
　
楼蘭
勛業意悠悠、聊作人間汗漫游。 　　　（陸游・野興）
　束起
楼蘭
剣、帰釣子陵台。 　　　（李曽伯・水調歌頭）
　手袖伊吾長剣、馳志在
楼蘭
。 　　　（李曽伯・水調歌頭）
西域のオアシス「楼蘭」が詩中に読まれたのは、六朝時代から清王朝まであり、本格的に詩語としての地位を確立したの
は、唐朝辺塞詩の成立と期を同じくする。しかし、六朝から唐の詩集を紐解いてみると、詠出された一番多 西域の地名は、楼蘭でなく陽関と玉門関であった。たとえば、 「春光度らず 　
玉門関
」 （王之渙・登鸛鵲楼） 、 「西のかた
陽関
を出ずれば故人
無からん」 （王維・送元二使安西） 、 「総て是れ
玉関
の情」 （李白・子夜呉歌）等である。
次に多いのが吐魯番の「交河」で、 「黄昏に飲馬す
交河
の傍」 （李頎・古従軍行） 、 「
交河
は絶塞に浮く」 （駱賓王・晩度天
山有懐京邑） 、 「冰は塞ぐ
交河
の源」 （虞世基・出塞） 、 「
交河
の冰は已に結ぶ」 （李世民・飲馬長城窟行） 、 「
交河
城辺 　鳥飛
ぶこと絶ゆ」 （岑参・天山雪歌送蕭治帰京）等となってい その他 輪台、尉犁、疏勒、西涼 亀茲、酒泉、涼州、哈密、大宛、北庭、条支、安西、車師、砕葉、高昌といった町が詠まれ、天山、蒲海、祁連、崑崙、熱海、葱河といった山や川や
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湖も随所に詠い込まれている。
その他、シルクロードを代表する詩語としては、胡天、駱駝、征戍、胡笳、出塞、入塞、胡雁、絶域、胡琴、塞砂、単于、
胡騎、紅柳、胡風、鉄関、蒲昌、火山、胡児、蕃軍、平沙、戍楼、黄沙、胡瓶、塞馬、塞沙、都尉、都護、絶漠、羌笛、瀚海、楊柳 琵琶 西戌 沙場 青海 胡虜 烏孫 葡酒 月氏 匈奴 商胡 旋 西域 胡天 赤亭 戌王 蕃騎 塞下塞外、大漠、戍鼓、穹盧、葡萄、辺庭などがある。
シルクロード文学の中で詠まれたこれら多くの町や川や山は、時代の推移変転とともに消えていった。しかし、不思議な
ことに「楼蘭」だけは 時空を超えて一九世紀まで歌い継がれている。その理由は 漢民族の優越思想を刺激し、心地よいロマンを胸中に惹起させる王国であり 栄達と郷愁の念を涌現させるにふさわしい地名だったからである。
思えば中国は、漢代より六〇〇年 長きにわ って、歴史的事実としてたびたび異国の文化が躍動する楼蘭に侵攻し、国
王を斬殺したり、金品を支出 住民を苦しめてきた。楼蘭が滅亡したあとも、今度は詩篇に於いて攻撃し侵略し殺戮している。中華思想から見れば、あくまでも楼蘭は西戌 胡虜の地であり、国威の発揚のためには 必ず攻め滅ぼさねばならない国であった。その意味では、前一一〇年 七〇〇余の軽騎兵で を侵略 趙破奴や、前七七年 楼蘭王を殺 た傅介子は、まぎれもなく漢族の英雄としての気概を後世に語り伝 るべき人物であったといえよう。
ところで、漢民族の文学は好戦的とばかりは言えない。古来、反戦平和の流れも存在していた。出征兵士が家族を思うさ
まを歌った詩は、春秋時代から数多く存在 「父は曰はん嗟予が子よ、行役して夙に夜已むこと無けん」 （ 『詩経』魏風） 、「尸は狭谷の中に喪いて、白骨人の収むる無し」 （ 『古詩源』企喩歌）などがある。唐代には無能な為政者に対して怒りを込めて「髑髏は尽く是れ長城の卒、日暮沙場に飛びて灰と作る」 （常建） 「白骨の縦横 　乱麻に似たり、幾年か桑梓龍沙 変ぜん」 （元好問） 、 「或は十五従り北のか 河 防ぎ 便ち四〇に至るも 方田を営む」 （杜甫） 「黄昏塞北に人煙無く、鬼哭啾啾として声天に沸 」 （王翰）と、こう た辺境の悲惨さを写す詩篇を見ると、中国古典詩には勇戦督戦詩 、厭戦
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反戦詩の系譜のあることが分かる。そうした中にあって「楼蘭」という地名を歌詩に入れることは、前者、すなわち、英雄的壮志と深く連結して、中国古典文学に光彩を放ってきた思潮の一つ える。注（注１）詳しくは『楼蘭
―
千年の伝奇と千年の謎』穆舜英・梁越著。外文出版社、二〇〇五年一月刊。五七ページ「印欧人種」参照のこと。
（注２） 『史記』匈奴列伝第五十に「今以小吏之敗約故、罰右賢王、使之西求月氏撃之、以天之福、吏卒良、馬疆力、以夷滅月氏、尽斬殺降下之、定楼蘭烏孫呼掲及
其傍二十六国、皆以為匈奴」とある。
（注３）楼蘭の地下墓の壁画は、中国で発刊された『文物天地』二〇〇三年四月号に詳細に紹介されているが、解説には誤記や推断が多い。（注４）楼蘭の住民の主食は小ムギである。小ムギは他の作 よりも耐塩性が高く、五月から九月までの長期間にわたる栽培が可能である。稲作などに比べ、水
の消費量が少なくてすみ、収穫重量の千倍ほどの水で育成することができる。当時の楼蘭を中心とした小ムギの生産統計を、ＦＡＯの資料に基づく生産量（Ｍｔ）と、単位収量（ｔ／ｈａ）のデータで見てみよう。一人の一日の必要カロリーは、約一六〇〇キロカロリー、すなわち、身長×身長×
22＝適正体重
である。一日に必要 カロリー計算は、適正体重×カロリー数値である。一平方キロメートルあたりの産出量を、食事中に占める小ムギ カロリーデータで換算すると、晋代の楼蘭人、一七一〇〇人の住民が生存し続けるためには、正方形にして一辺が約八キロメートルの耕作面積がなければ住民は生きていけない。タリム河 水量が豊富 時は広大な沃野が開けて農耕に適していたが、河川が四世紀中頃から枯渇し始め、ロプ・ノールの水量も減少し、小ムギの栽培ができなくなっていった。
　　　　小ムギの生産量と人口の関係については、佐藤洋一郎『よみがえる緑のシルクロード
―
環境史学のすすめ
―
』岩波書店二〇〇六年刊、 「楼蘭王国はなぜ滅ん
だか」Ｐ．１３７︲１４０参照
（注５）小河墓地の詳しい報告が、王炳華『楼蘭幻のオアシス』二〇〇九年刊 　星雲社に収められている。（注６） 『法顕伝』沙河・
鄯
善国の条に、 「其国王奉法、可有四千余僧、悉小乗学」とある。
（注７）幻の都クロライナ（楼蘭故城）の発見の顛末は、金子民雄『楼蘭王国』 《スウェン・ヘディンと楼蘭 国展》日本対外文化協会、一九八八年刊に詳しい。（注８）小川恒男氏は「六朝詩に見える『楼蘭』
―
楽府『白馬篇』を中心に
―
」広島大学『中国中世文学研究』五二号、二〇〇七年九月刊において、 「それぞれの地
名はそれぞれ独自の歴史的背景を持つ。その め、地名が詩に用いられることばとなって立ち現れ 時 その土地を舞台に繰り広げられた過去 様々な出来事がことばの背後にある種のイメージとなって存在するようになる」と述べている。
＊ 　本論文における写真は、全て筆者撮影
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鬼哭啾啾たる楼蘭郊外の砂漠は、人間の近づくことを拒み、
あたかも地獄の様相を呈していた　　　　　　　　　　　　
楼蘭故城内の仏塔は高さ 12 メートル余、1700 年の歳月を経て
も今なお、孤影悄然と虚空に聳えていた　　　　　　　　　　　
トルファンから楼蘭故城までの道程には、道も人家も無く、
私たちは５日間にわたって野営することとなった 　　　　
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楼蘭の地下墓の壁に描かれていた
放牧図、木棺がまだ散乱していた
楼蘭城内の役所跡と思われる三間房
地下墓の壁には、グラスを持ったソグド人の宴会図が描かれていた
地下墓の柱に描かれていた法輪のような輪。
右の空間は入口である。　　　　　　　　　
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楼蘭故城の位置
（ウルムチの古書店で手に入れた高度の入った貴重な古地図、国家測絵局、1976 年刊）　
楼蘭故城
◀
40°30′
40°36′
40°41′
89°55′
